
　
日
野
町
で
は
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
つ
く
り
、
そ
の
地
域
の

魅
力
で
交
流
人
口
お
よ
び
定
住
者
人
口
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
に
よ

り
、
持
続
発
展
可
能
な
地
域
を
つ
く
る
た
め
、
平
成
27
年
度
に
「
日
野

町
く
ら
し
安
心
ひ
と
づ
く
り
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
総
合
戦

略
で
は
、
４
つ
の
基
本
目
標
と
50
の
施
策
に
よ
り
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
毎
年
、
50
施
策
の
取
り
組
み
の
進
捗
を
、
住
民
・
団
体
代
表
・
有
識

者
の
方
々
に
よ
る
総
合
計
画
懇
話
会
で
、
担
当
課
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

も
含
め
検
証
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
10
回
に
わ
た
り
評
価
に

係
る
協
議
を
重
ね
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
結
果
、
平
成
29
年
度
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
50
施
策
の
内
46
施
策

は
計
画
に
基
づ
き
取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、
４
施
策
に
つ
い
て
は
、
工

夫
が
必
要
と
の
評
価
で
し
た
。

「
日
野
町
く
ら
し
安
心
ひ
と
づ
く
り
総
合
戦
略
」の
取
り
組
み
評
価
を
実
施

基
本
目
標
② 

出
会
い
と
発
見
で
人
の
流
れ
を
作
る

体
験
型
観
光
の
推
進
、
観
光
受
入
体
制
の
整
備
、
日
野
の
「
た
か
ら
」

の
伝
承
促
進
、
伝
統
文
化
等
後
継
者
育
成
の
促
進
、
生
涯
学
習
の
機

会
の
充
実
、
空
き
家
を
活
用
し
た
定
住
促
進
、
多
文
化
共
生
の
推
進

日
野
の
「
た
か
ら
」
の
情
報
発
信
の
推
進
、
定
住
支
援
相
談
窓
口
の

整
備
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
交
流
の
促
進

空
き
地
等
を
活
用
し
た
定
住
促
進

基
本
目
標
① 

ま
ち
の
た
か
ら
で
雇
用
を
創
る

地
域
内
経
済
循
環
の
推
進
、
魅
力
あ
る
商
店
づ
く
り

の
促
進
、
農
業
経
営
体
の
育
成
、
地
元
野
菜
生
産
者
の

担
い
手
育
成
、
獣
肉
の
利
活
用
を
促
進
、
高
齢
者
の
生

き
が
い
創
出

創
業・第
２
創
業
の
促
進
、
企
業
誘
致
と
企
業・異
業
種

間
の
交
流
促
進
、
日
野
菜
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
促
進

若
者
等
の
就
職
相
談
窓
口
の
整
備

基
本
目
標
③ 

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
み
ん
な
で

支
え
て
か
な
え
る

出
会
い
の
場
の
創
出
、
産
み
育
て
や
す
い
環
境
の
充

実
、
保
育
所
の
整
備
、
福
祉
医
療
制
度
の
実
施
、
子
ど

も
読
書
活
動
推
進
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
推
進

乳
幼
児
健
診
に
お
け
る
保
健
指
導
の
充
実
、
子
育
て

期
間
中
の
保
護
者
の
交
流
促
進
、
子
育
て
支
援
員
の

確
保
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、
学

童
保
育
所
の
整
備
、
児
童
・
生
徒
の
自
主
的
学
習
支
援

の
推
進
、
奨
学
金
制
度
の
充
実

交
流
で
き
る
場
の
充
実
、
障
が
い
児
の
支
援
の
充
実

基
本
目
標
④ 
く
ら
し
や
す
い
地
域
と
つ
な
が
り
、
安
心
し
て
住
み
続
け

ら
れ
る
ま
ち
を
つ
く
る

進
取
の
ま
ち
の
推
進
、
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ

ジ
ネ
ス
の
創
出
、
学
び
の
機
会
の
充
実
、
障
が
い
者
の
就
労
促
進
、

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
犯
罪
・
事
故
の
な
い
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
、
消
防
団
活
動
の
充
実
、
公
共
交
通
の
利
用
促
進

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
組
織
化
の
促
進
、
異
文
化
・
多
世
代
交
流
の

創
出
、
農
林
業
を
活
か
し
た
中
間
就
労
の
創
出
、
介
護
予
防
の
促
進
・

高
齢
者
の
自
主
的
な
活
動
支
援
、
自
主
防
災
組
織
の
育
成

＊
S（
目
標
達
成
し
て
い
る
）　
A（
優
れ
て
い
る
）　
B（
実
施
で
き
て
い
る
）　
C（
工
夫
が
必
要
）　
D（
改
善
が
必
要
）

＊
詳
し
く
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　現在の第5次日野町総合計画は、平成23年に策
定したもので計画期間が残すところあと二年となり
ます。今後、めまぐるしく変化する人口減少社会の
到来が予測されており、少子・高齢化をはじめ、さ
まざまな課題がでてきているところです。
　そこで、町ではこれからの時代に即した次期総合
計画を策定するため、町民の皆さまの意識や、地域
づくりについてご意見をお伺いし、集約、解析する

ことで今後のまちづくりの基礎資料とするため、住
民意識調査を実施します。
　町在住の18歳以上の方から、2,500人の方を無
作為に選び実施させていただく予定です。調査票が
届きました方は、ご協力をお願いいたします。

◆問い合わせ先
　企画振興課  企画人権担当  ☎0748-52-6552

住民意識調査にご協力をお願いします
11月下旬
実施予定

◆
問
い
合
わ
せ
先 

企
画
振
興
課 

企
画
人
権
担
当 

☎
0
7
4
8－
5
2－

6
5
5
2

A
：

B
：

C
：

A
：

B
：

C
：

A
：

B
：

C
：

A
：

B
：
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ご
み
減
量
を
考
え
る
標
語
募
集

◎
応
募
期
間
　
11
月
5
日
〜
11
月
30
日

◎
応
募
資
格
　
町
内
に
在
住
さ
れ
て
い
る
方
、
町
内
に
通
勤・通
学
さ
れ

て
い
る
方

◎
標
語
の
内
容
　
ご
み
減
量
、
環
境
美
化
、
3
Ｒ
の
推
進
を
呼
び
か
け

る
も
の

◎
選
考
等
　
標
語
の
選
考
は
、
日
野
町
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
協
議
会
で
行

い
、
優
秀
作
品
に
は
記
念
品
を
贈
り
ま
す

◎
応
募
方
法
　
標
語
は
、
お
お
む
ね
20
字
以
内
と
し
て
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
F
A
X
、
メ
ー
ル
、
は
が
き
、
ま
た
は
封
書

で
住
民
課
生
活
環
境
交
通
担
当
ま
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
は

一
人
2
作
品
ま
で

◆
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
5
2
9－

1
6
9
8
　
日
野
町
河
原
一
丁
目
1
番
地

　
住
民
課
　
生
活
環
境
交
通
担
当

　（
日
野
町
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
協
議
会
事
務
局
）

　
☎ 

0
7
4
8－

5
2－

6
5
7
8
　
FAX
0
7
4
8－

5
2－

2
0
0
3

　M
ail  jum

in@
tow

n.shiga-hino.lg.jp

　
ご
み
の
減
量
、
環
境
美
化
意
識
を
高
め
、
３
Ｒ（
注
記
参
照
）
の

推
進
を
呼
び
か
け
る
た
め
、
町
で
は
、
平
成
31
年
度
版
の
「
資
源
・

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
に
掲
載
す
る
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

※
注  

3
Ｒ
と
は
？

R
e
d
u
c
e（
リ
デ
ュ
ー
ス
）↓
物
を
大
切
に
使
お
う
。ご
み
を
減
ら
そ
う
。

R
e
u
s
e（
リ
ユ
ー
ス
）↓
繰
り
返
し
使
お
う
。

R
e
c
y
c
l
e（
リ
サ
イ
ク
ル
）↓
再
び
資
源
と
し
て
利
用
し
よ
う
。

県
下
一
斉
清
掃
運
動
を
実
施
し
ま
す

【
と
　
き
】
12
月
1
日
　
午
前
9
時
か
ら

【
と
こ
ろ
】
国
道
3
0
7
号
周
辺
を
清
掃

　
　
　
　（
南
比
都
佐
小
学
校
正
面
玄
関
前
集
合
）

　
　
　
　
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

日 野
町

祭りへの想いを
クラフトビールに

▲田中さん（左）、ショーンさん（中央）、トムさん（右）

▲ブルーメの丘のビール工房でビールを醸造

　
日
野
祭
り
を
テ
ー
マ
に
し
た
ク

ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
が
今
年
の
10
月
か

ら
販
売
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
町
内

在
住
の
祭
り
大
好
き
3
人
組
が

「
祭
り
に
貢
献
し
た
い
」
と
い
う

思
い
で
意
気
投
合
し
、
酒
造
会
社

「
HヒI
NノO 

Bブ

ル

ー

イ

ン

グ

R
E
W
I
N
G
」
を

設
立
。
酒
店
「
酢す

屋や

忠ち
ゅ
う

本ほ
ん

店て
ん

」
を

営
む
田た

中な
か

宏ひ
ろ

明あ
き

さ
ん
、
英
会
話
教

室
を
経
営
す
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
出
身

の
シ
ョ
ー
ン
・
フ
ミ
エ
ン
ツ
キ
さ

ん
、
自
治
体
や
企
業
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
手
が
け
る
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
イ

ギ
リ
ス
出
身
の
ト
ム
・
ヴ
ィ
ン
セ

ン
ト
さ
ん
の
3
人
。

　
田
中
さ
ん
は
以
前
か
ら
「
日
野

祭
り
の
時
に
飲
ん
で
も
ら
え
る
地

ビ
ー
ル
が
あ
れ
ば
」
と
い
う
想
い

を
持
た
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
昨

年
5
月
、
シ
ョ
ー
ン
さ
ん
、
ト
ム

さ
ん
に
ビ
ー
ル
造
り
や
祭
り
へ
の

想
い
を
話
す
と「
面
白
そ
う
や
ん
」

と
意
気
投
合
。「
地
域
が
抱
え
る

問
題
を
何
と
か
し
た
い
。
町
や
祭

り
を
盛
り
上
げ
た
い
」
と
い
う
想

い
か
ら
会
社
を
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

売
り
上
げ
を
祭
り
に
寄
付

　
ま
た
、
ビ
ー
ル
の
売
り
上
げ
の

一
部
を
寄
付
し
、
祭
り
の
活
動
費

に
。
田
中
さ
ん
は
「
ビ
ー
ル
を
通

し
て
祭
り
が
盛
り
上
が
れ
ば
」
と

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

現
在
販
売
さ
れ
て
い
る
の
は

「
ヤ
レ
ヤ
レ
エ
ー
ル
」
と
「
ド
ン

ト
ヤ
レ
Ｉア

イ

Ｐピ
ー

Ａエ
ー

」。
名
前
の
由
来

は
「
ヤ
レ
ヤ
レ　

ド
ン
ト
ヤ
レ
」

と
い
う
祭
り
の
か
け
声
を
も
じ
っ

て
命
名
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
全
て

３
３
０
㎖
瓶
。
税
込
み
６
０
０
円
。

ま
た
、
現
在
新
し
く
「
ク
ダ
リ
ス

タ
ウ
ト
」
と
「
バ
カ
ラ
ガ
ー
」
を

開
発
中
と
の
こ
と
。

　
「
今
後
は
、
色
々
な
地
域
の
祭

り
の
ビ
ー
ル
を
作
り
、
祭
り
や
地

域
に
貢
献
し
た
い
」
と
話
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

「
ヒ
ノ
シ
シ
」

ラベル裏のQRコードで
祭りのトレーラームービーが!
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